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愛知学院大学 短期大学部 口腔保健総合研究所キックオフシンポジウム 

プログラム 

 

・来賓挨拶    木村 文輝（学長、教授） 

本田 雅規（歯学部長、教授） 

安池 修之（薬学部長、教授） 

・研究所設立の趣旨・概要説明 

犬飼 順子（口腔保健総合研究所所長、教授） 

・記念講演 

「口腔から支える有人宇宙飛行、宇宙時代の人を育てる、学際連携が支える有人宇宙飛行の基盤」 

寺田昌弘（京都大学 理学研究科サイエンス連携探索センター  

宇宙学際研究グループ特定准教授） 

 

・各研究チーム代表による展望(30 分) 

①  地域歯科衛生学チーム 渡邊 幸慧 講師・稲垣 幸司 教授 

②  臨床歯科衛生学チーム 原山 裕子 講師 

③  歯科衛生学教育チーム 鈴木 一吉 准教授 

④  基礎歯科衛生学チーム 新野 麻里 講師・近藤 久貴  准教授 

⑤  宇宙歯科衛生学チーム 近藤 久貴  准教授 
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愛知学院大学短期大学部 口腔保健総合研究所 開設にあたって 

愛知学院大学短期大学部口腔保健総合研究所    
所長 犬飼 順子    

   
 

 

令和 8 年 4 月 1 日，愛知学院開学 150 周年を記念して，愛知学院大学短期大学部に「口腔保健総合研

究所（Comprehensive Oral Health Research Institute）」を開設しました．愛知学院大学短期大学部は，

歯科衛生士を養成する歯科衛生学科の 1 学科で構成されており，「歯科衛生学」に特化した研究所です． 

 

歯科衛生士は，かつて”むし歯の洪水”といわれた時代に，むし歯を予防する職業として誕生しました．誕

生当初は保健所でむし歯の予防に取り組み，また歯科診療所では歯科医師の診療を補助しながら歯科医

療に携わってきました．近年では，少子高齢化や人々の価値観の多様化に伴い，口腔の健康が全身の健康

や幸福に深く関わることが一般に広く知られるようになり，「予防」を業務とする歯科衛生士への期待が

ますます高まっています． 

 

こうした社会的背景のもと，歯科衛生士の専門分野である「歯科衛生学」を研究・発展させるため，愛知

学院大学短期大学部では，歯科衛生学に関する研究を推進する機関として「口腔保健総合研究所」を設立

しました．研究所では，ミクロの世界からマクロ，さらには宇宙規模までを視野に入れた研究を推進する

ため，次の 5つの専門研究チームを構成しています．また，本学の教員，学生，地域の歯科衛生士，他機

関との共同研究や社会貢献活動を通じて，研究成果を広く社会に還元してまいります．  
 

・地域歯科衛生学チーム 

地域社会における口腔保健活動，口腔健康管理，健康支援，地域包括ケアに関する研究を通じて，

住民の健康増進に貢献することを目指します． 

・臨床歯科衛生学チーム 

歯科医療・歯科保健現場における歯科衛生の実践，口腔衛生管理，口腔機能管理，多職種連携に関

する臨床研究を推進します． 

・歯科衛生学教育チーム 

歯科衛生教育の質向上を目的に，教育方法論，カリキュラム開発，次世代歯科衛生士育成に関する

研究を行います． 

・基礎歯科衛生学チーム 

口腔および全身の基礎的メカニズムに着目し，歯科衛生学の科学的根拠となる基礎研究を担います． 

・宇宙歯科衛生学チーム 

宇宙環境における口腔環境や口腔健康管理方法を研究し，歯科衛生士の新たな専門領域を切り拓く

先進的研究チームです．微小重力や閉鎖環境が口腔内および全身に与える影響について探究し，国

内外への発信をめざします． 
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愛知学院大学 短期大学部 口腔保健総合研究所 

キックオフシンポジウム記念講演  

寺田
て ら だ

 昌
ま さ

弘
ひ ろ

 先生 
 
京都大学大学院 理学研究科 

サイエンス連携探索センター 

宇宙学際研究グループ 特定准教授 
 

 

■ 専門分野 

• 宇宙科学・宇宙医学連携研究 

• 学際融合による宇宙人材育成 

• 有人宇宙飛行を支える基盤研究 

 

■ 経歴（概要） 

2009 年 4 月〜2014年 3 月 宇宙航空研究開発機構（JAXA）研究員 

2014 年 4 月〜2014年 9 月 東京慈恵会医科大学 助教 

2014 年 10 月〜2017年 9 月 NASA Ames Research Center NPP Fellow 

2017 年 10 月〜2018年 3 月 東京慈恵会医科大学 助教 

2018 年 4 月〜現在 京都大学 宇宙総合学研究ユニット 特定准教授 

現在、京都大学サイエンス連携探索センターにて特定准教授として宇宙学際研究の推進を担う。「宇宙 × 

医療 × 教育」の融合研究を展開。 

 

■ 講演テーマ 

「口腔から支える有人宇宙飛行、宇宙時代の人を育てる、学際連携が支える有人宇宙飛行の基盤」 

 

■ メッセージ 

宇宙時代において重要となるのは、専門分野の枠を超えた連携です。 

本講演では、口腔保健を含めた「人の健康」を軸に、有人宇宙飛行を支える新しい学際研究の可能性につ

いてご紹介します。 
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地域歯科衛生学チーム 
最近発表した論文①：歯科医師の喫煙と禁煙指導の関係 

（Watanabe et.al. Tob Induc Dis. 2024. 22:10.18332） 
■ 目的 
歯科医師の喫煙状況が、禁煙指導にどう影響するかを調査 
■ 方法 

• 愛知県の歯科医師 3,883 名にアンケート（有効回答 1,301 名） 
• 喫煙状況と禁煙指導の実施状況を検討 

■ 主な結果 
• 喫煙者は禁煙指導に消極的  

o 喫煙者は禁煙指導をしない可能性が高い 
（OR = 2.0）  

• 喫煙者ほど患者の喫煙状況を把握しない傾向 
• 男性の方が喫煙に寛容 

■ 結論 
• 歯科医師自身の喫煙が医療の質に影響 
• 禁煙教育と自身の禁煙が重要  

���� ポイント： 
「医療者が吸っていると患者に指導しにくい」 
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最近発表した論文②：加熱式タバコ（HTP）に関する認識と使用状況 
（Watanabe et.al. Healthcare (Basel). 2022. 10(12):2346.） 

■ 目的 
歯科医師の紙巻きタバコ、加熱式タバコ（HTP）の使用状況とリスク認識を調査 
■ 方法 

• 歯科医師 1,317 名を対象とした質問票調査 
■ 主な結果 

• 喫煙率  
o 紙巻タバコ：11.5% 
o HTP：8.5%  

• HTP 使用者の約 41%は紙巻タバコとの併用  
• HTP 使用者はリスクを理解しているが使用継続 
• 「HTP は代替になる」と誤解している者が多い 

■ 結論 
• 歯科医師でも HTP 使用率は高い 
• リスク認識だけでなく正しい教育が必要 
• 禁煙支援のためにも医療者の行動が重要  

���� ポイント： 
「知っていてもやめない」「誤解も残っている」 
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臨床歯科衛生学チーム 
最近発表した論文：歯肉血流速度と炎症の関係 

（Watanabe et.al. Cures. 2025. 17(6):e86837.） 
■ 目的 
歯肉毛細血管の血流速度（BFV）が、歯肉炎症の指標としての可能性を検討 
■ 方法 

• 対象：歯科衛生学生 22 名 
• 毛細血管顕微鏡で歯肉の血流速度を測定 
• 歯肉溝内の出血の有無（BOP）や炎症所見で比較 

■ 主な結果 
• 歯肉溝内の出血がある部位は血流が遅い  

o BOP あり：107.3 μm/sec 
o BOP なし：189.3 μm/sec  

• 炎症が見える部位ではさらに遅い  
o 炎症あり：74.7 μm/sec 
o 炎症なし：142.1 μm/sec  

• 栄養状態と血流・炎症の関連はない 
■ 結論 

• 血流速度は非侵襲で客観的に炎症を評価できる指標 
• 見た目より早い段階で炎症検出が可能  

���� ポイント： 
「炎症があるほど血流は遅くなる」＝早期診断に活用可能 
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歯科衛生学教育チーム 
活動紹介（研究紀要 第 34 号 2026 年 3 月より抜粋） 
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基礎歯科衛生学チーム 
 

臨床研究は、実際の患者さんを対象に治療効果を検証する重要な役割を担います。 
一方で、根本的に新しい予防法や治療法を生み出すためには、疾患の原因や発症の 
仕組みを解明する基礎研究が不可欠です。基礎研究により「なぜ効果があるのか」 
「どのようなリスクがあるのか」を科学的に理解することができます。基礎歯科衛生学チームは臨床歯科
衛生チームでえられた知見に科学的根拠を与えることで、より安全で革新的な口腔医療の実現を目指し
ます。 
 
実験室紹介（研究紀要 第 33 号 2025 年 3 月より抜粋） 

2024 年 4 月，愛知学院大学短期大学部の 401 研究室に，基礎医学・歯学研究を推進するためのバイオ
メディカル実験室が設置されました．小さいスペースではありますが，世界基準の実験環境が整っていま
す．また，数名が同時に研究できるように，実験室は細胞培養エリア，実験作業エリア，冷蔵庫エリア，
水回りエリアの 4 つのエリアに分け，導線が重ならないように工夫されています． 
 2026 年現在、文部科学省科学研究費「加熱式タバコによる細胞内ストレスーARE レポーターアッセイ
を用いた評価ー」（基盤研究 C 研究代表者 増田麻里）、「生体概日リズムや時計遺伝子は歯周病の発症や
進行に関与するのか」（基盤研究 C 研究代表者 近藤久貴）などの研究が行われている。 
◎細胞培養エリア備品 
Thermo Scientific CO2 インキュベーター 3110、Hitachi 両面型バイオクリーンベンチ CCV-1612W 
Olympus 培養顕微鏡 CKX53、倒立位相差顕微鏡 IMT-2  
クライオワン液体窒素保存容器 SR-17  
◎実験作業エリア備品 
細胞用卓上遠心機、冷却遠心機 
核酸抽出用高速冷却遠心機 himacCT13R 
サーマルサイクラー PCR Ssystem 9700 
NanoDrop 微量分光光度計、pH メーター 
電子天秤 AXA3002、風防付き電子天秤 
ホットスターラー、ダブルシェーカー NR-3 
Leica ティッシュプロセッサー EM TP 
コロナ吸光グレーティングマイクロプレート 
リーダ SH-1300La 
◎冷蔵庫エリア備品 
Panasonic 冷蔵ショーケース（4℃冷蔵庫） 
PHCbi メディカルフリーザー(-30℃/-20℃ 冷凍庫)、 
PHCbi 超低温フリーザー(-８0℃冷凍庫) 
◎水回りエリア備品 
ウォーターバス、超純水製造装置 Milli-Q® SQ 240 
超音波洗浄機、オートクレーブ（短大実習室） 
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宇宙歯科衛生学チーム 
活動紹介①（研究紀要 第 34 号 2026 年 3 月より抜粋） 
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活動紹介②（愛知学院大学歯学会 第 108 回学術大会抄録より抜粋） 
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愛知学院大学 短期大学部 口腔保健総合研究所キックオフシンポジウム 
愛知学院大学短期大学部 FD 委員会協賛 
愛知学院開学 150 周年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


